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障害福祉サービスの実施状況等について  

一 障害福祉サービス利用の実態把握調査の集計結果（速報）－  

平成17年10月5日   



1．障害福祉サービスの利用実態把握調査の概要  

【調査の目的】  

障害者自立支援法案の施行に向けて、障害福祉計画に係る基本指針の策定等のために、障害福  
祉サービスの利用実態を把握することを目的に実施   

【調査対象】  

全国の2．501自治体（平成16年10月末現在の全市区町村）   

【調査対象サービス】  

次のサービスに関して、平成16年10月分の利用実績を把握  

○ 訪問系サービス   

■ ホームヘルプサービス（身体障害、知的障害、精神障害、障害児）（※）  

○ 適所系サービス  

・適所施設（身体障害、知的障害）（※）  
・デイサービス（身体障害、知的障害、障害児）（※）  
・ショートステイ（身体障害、知的障害、精神障害、障害児）（※）   

○ 居住系サービス   

・グループホーム（知的障害、精神障害）（※）  
■ 入所施設（身体障害、知的障害）  

く※）は、居宅系サービス   

（注）精神障害者及び障害児の入所施設及び適所施設は、実施主体が都道府県であったり、給付の仕組みが利用者への個別給付  
でないこと等から、調査対象から除外されている。  
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2．サービスの実施状況  

くホームヘルプサービス）   

○ 自治体の実施率をみると、身体障害（83％）、知的障害（66％）、精神障害（49％）、障害児（49％）となっており、  
支援費制度がスタートした平成15年4月段階と比べるといずれも大きく改善しているが、なお、精神障害と障害児に  
ついては過半数の自治体で未実施となっている。   

○未実施自治体の多くは人口規模の小さい自治体であり、実施自治体の人口が総人口に占める割合（人口カバー  
率）でみると、身体障害、知的障害は9割を超え、精神障害も8害u近くがカバーされている。  

（適所系サービス）   

○障害種別によって実施率が大きく異なっており、知的障害の適所施設の実施率が高くなっている一方で、身体障  
害（適所施設・ショートステイ）や精神障害（ショートステイ）の実施率は低くなっている。  

（居住系サービス）   

○・入所施設は、実施率・人口カ／ト率ともに高く、人口規模にかかわらず大部分の自治体で実施されているのに  
対し、グループホームについては、知的障害で76％、精神障害で27％にとどまっている。  
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